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からのJおEを必立さとするものと考える。れれれ行代什（！ろ1～Ii)']) (f);J\l\fl ＇，：己』／＇，！ 11 と~＼＿：it主 ti] C: 
どのようなそ〈つ；主i庄の方法として、L - ズーア勺二一 ・-r) t、， 一【＇＼ - 1, ？？ユよC:,, PーとIi,. ' ム ; r ノJ' iι凡りえ！と十、＇1H1.,.'t／ゐ「， i，‘
f1号t主（V-Jな要［士i分析の了（）；：をえらぶべきだろうか。ー？？にJ、；・.1'j1JIi ・i.十1U主・f;t ', 1、7 L ’ " I ' ープ－ ~- . d下｝ 'l ' '  ーレ一一日、～






































































ケーと i' i＇、｜；昨.: .＇’；，川主；；二’ Y
労働の増加率はもとより，物的資本のn t:Eうが，；二仁：：， と、，［！、 l I ; , l 'l:i（）守.f';: c'l沢；il1:q，.：τと：こじ比
｝打力日ボi,[Elf-:;所得グヲ｝行方il本工りはるかにTfiiJ－，て一→ r/ 一． 字、「＇iI) /, ；こしこ 1，ア寸lA
｝｝なのl'i，，＇！， における三つの要素の’寄ヲ ｝日てζ ～ピ，L 、ア、4 ’vo·• J）ことさ；上ブノニ（こ Lてr＇.！日人 W：「丈一でふ；），
後のIL'i点；二おいて不明のF好'J、t;士不変とすれば，、iこJ 二jL；工＇.）：＇.，（山［支出 l(ij；こj三l 7＇，＇，；こと
シュ Yレ、ソはそれを教育水準のj(ijう口今川、1【γ！／→、.／，、 LIJプ1-r、JJ1i/J1,・11屯〉。J、Jlij; .: ；、一、1，【i：、l一
日本の（fあ！日円q,t;r1ミによるものど見るのである。! J i<住；＿jrJfみノj' ' ／こふと｛＼｝こ土｛二上）／〕ノ」 l


















J ' ＇、 L 戸 l
l一、 ' 」ーラ: 二cl j，ノ lご、、，.，.,'_, 




仁lian只conA民民間宮日teProduction Function", (The 
1i'(t史的要l*Iの接jfiJi:主としては，• ) - Y、戸、ー」 u‘ハI L：：山市.'J r、，i、＇i:'. ; ) ／，.」.I,',f・：・），；：、
：ふん 7わl ;:, i I，；↓！とだえて〈し＇・
可！土；：H、付J,H J): t ~; ,; ) . ) } ) Ji；ーにあ I',).)h 
















:n＇.：＇～：＼ 20, Au丸 1957）がある。かれは資本および
労働に対する分配本から逆に生産！日J数の形状を推
定 J-,: }jj去に上って，il-iJl!JL l工うとしている。すな
-.l•;i：，：、ノレて N ! I）ヲ
、ktでfr｛！しふかず》f二1rL L財 f'vワ
そL；二，riヒう／下変化 t士もた「， rt
< J I ! ¥・ 
h レ、 I,,
自！Jiじでふ之、
かれの子，：.t0）特徴／:l' (1）技術進歩率は時間；／｝ ら，u'H互i'tJ:.- i :l司 (I H文科、［（ノ＇＞と＼. ：月えられどノ二 jごit,
すたわち時1¥lの経過とどもに技術のWl数である。／’E →内＇＂ ""  ;c・；ん f・ 、l・ i•f,. i ,;, l'i Jど ］・えJ、「？、ーヰノ• rt1icn句、P




生時tYJ数；土移動すーるが，ih r 1. ・ r:. J t守／士 (lij;I，〔
下f木ifιそ1)I ・:, I oi J, 
土ゾI,:c f ( Iノ＜， ／，～ 
F司王z!iイ～. li'[）ぷlリh二； E
正（J1：卜三せ乙〕（21：’t;r;.,t<ij,.,・,1,JI・.を：kめラ主＼＇i'
この：1点j三本および労i動J刈＇）分配が決定，＂.； ,tLる。、I. ＿，.. ι.， : ; ム J ( ，、／－；山7己hミ1iJ：二l、ノi1i:I'；、！と＼ I:'. C, 
t-:;1 r，することを；；：測の足がかりとしている。
CJY, i1r 1' ,-;: Jl C 1[和：＼9{1三皮〕 l士主として工業部門に




抗：／rJ1>i:k ；二 t~ ＇，、
／〉の｛WJ11,1/¥Jと
［ん 1, .-
I ，‘＇ ', ' 




て’l＇／ラ？と Wl'v-を江JI］定し， そのあ＇f可じをIlI. 、ご？］•： I',
寸之） )ji}；を 1 ー〆 1 、7 --1- .，＿，ヱ ーや 山本法院にJ、
ふ；＇;fl~j ( ，：；~·fJi!;.to こ un'.-IJH七七－＜じと L て ·t オ； .•\ : 
、r
ノ＇）
., ，ァT I ' f ' ' I• I 
lこもi1.:. vi I Iゾ、L、（）;JY，ふ＜・1 , ，？の）／／ /Jil/: J-；＇.＇－点
｛生／jl（＇）加に上ろ： dVr＜ぼ本スト J Y土j主：t-1く；iさうとE
し←て’＞ti到＇Ji切り↓Itこけがあったと｛「〈；己uニiEふし、わf点王ンぷ＼
技術；住歩に上る古I＼分（ヤfフ！ぇ 1.H動がたてifJr均十
や資本， y；例J円だわJ中引r主力：τt工｛［：＇， L f土（i'/() ＼、（川，(1ブ；＂），
m Ii作if!に工ど1部分 （J',LL-.ーのて刊の十IIT:.frrnにEろ
{, (">) (7) p可／寸 ：n·~宋／Jミムの trnlで妻、ろ弓 三のlf;v, 
いの週明l土 ；十l一日［ミムti, ： ~t 及 A，でい
ft. L、n
本 ；土技iι｛！？じの n¥HBJ¥l¥11J；こj〕（｝ご， jHJrJ；立、
と12 寸i土シ ノLツ；n)fi:2；をとり司 Ii'"[ j長，＇＼l¥l1JC'）二i)l 
It ・_1 ・/ • 1l '.i ,_:. ;l'/.1数；r式をとり， τ込主J（） に〆－，
いて t：~；，＼＇：ナ々｝こど土 Ltて。 ！日1t]121王；：t .1'1/L1 • 11', '/V, ,1；.に V 川、；＜二
1工iでカ＇ I）、 L .f~ ;;: ..て点、＇；三における ι弘、ifl)J,，、 Lハも
つ意味；土 I;き＇， '8 I!', これをl,JI.＼に ！.←’. ' iイJ 一二
は実際にi士1
J よ～·•い〆，.／、
、け j 也’の ，＇；＿才jf三M究： Iケ－－ ・：， ・ス
クテ、 fとして fンドを耳元り｜：けることとし／三3 一－，」
}, L L!:llrif＇~ll'l抗，； 1 が 1＇｝ヤすいというこ三に E ら仁（＇）
ず門下守 ブ






ti: fjを試論［内に；，I ;n1し上ろと一？と》 i,のでふる。 fニ
そこで丙＼i：先jf日刊におけるFE：：おやモ子、Jcそモ' 
t ー，
ぴ】：｝： jミあて； t.1/Jる三 l：カ：， ;tたして；号、＇jA、どう乃。
とし、うこと（t ／〕山1¥H'I＼でv勺る｛ 1:：前売JTI:;:t / 
ンパワーの；，；；； ·J~ 出；：＇， 1, f!I '!(rli~／ iJ': も先；！日 'cl.!:' i,;J，で
ない寸その｝；.＇，）レイてが「た主た主先j!f:iiで日jl定［た
教育の収益it－＂；コノ人r,rH吃＇｛'fの収益件が、 物的立f本の




t ,:,v、安がある η ！たルマ J亡， >tζ杭ではできると
ifj主科、ifiJ仏ノllilYと ：h1・,J l る J ，~J ＇立の変化ヰ、んそれ
士；fi;i:-J；，：ブJ{t；をfJH'1'rl'Jにと冶ことと LfこJ
(iじI) S. Kuznets, "Hopulation, lncome and 
Capital’＼ lてィ・anomicFrog，γ円、 l 9SG, pp. ,1J～，j.). 
（、：：） W.八Ithur Lewis，“Priorities for Educa 




1ワ・精度i'r1条f'I:をfil'IJ, c.れておく必要があるハ flt:;.!'.: 
かじよ全うぐの7’汗：て主 pてこの点について数多く
のて 1 がHirn；されてきfてつそのう七で， 大im(r'-1,こ
L、i':! Lてきfて三 Fn, -It術的改1tてぷl王と I,ノど］伐 η
スハ，：・，ivご，、i[L、！っ L、う二王ど‘ 白木蓄積が！」分











三＼、！三／J～、 ?: v＂！ こと（二 ／）し、 c，土、 ここでは iうォル
ノど Ir/ i) ／のJi_:!,,J1Jl究の成来氏、hark汚＼-Volf,Jr. 
ト；i.J1H'¥"
4へ Snfrin, C(/j>ita! Fo1111ation & Fけn’ig11
11, ・c.,/1/i'!Jt in Undcrde,・cloj川 l.>1rcas, 1 %0. ) I；，沢！：！ぇ
























伝枕志向 （！＇.）てはデ（ tず’ッド・ 1ース－－；，乙〆 it,
:' radition-, !i rected）ノ三fil!値観／三九♂に言語！支によると
し、し、， 前掲の研究者たちも「社会経済的な価値な







v, そ；／：＿主｜月確＇： ＇.＿ておく必安広あるリ ε才1,f土｛ょi
統志向的な価値観なり制度なりが， 今日まで温存
され続けてきたのは一体何が原因かということで
める。それには二－ ) hこと乙：;t;,(jられノ入y それい
相互に関連した社会組織の実態から汲みとれるこ







































'l:f J j‘をなしたかと＂、うことである υ 出土ぴ）．っしり｛：l!Jitiからの分析を必要とよる。そこ
:J;IJ~訟の jg'Jli~j 主 L r~古川詮済成長にけ j る以南k で i：ずlt:l践的j；必1r:1Iこdパ‘ての険Hから問題には
1"t：二J山、て， ;r' ＿－二、ノンi土， rメリカの：:r，［；’ "'1; !H いんう。そ J)(f点、い1¥J煩 江 川J:, 1!60 iFf＼とし、う
者1人当たけのヅ；’fjyJのf土入額における：＇，＂；／ Jiとして さl）めてj迂l'"f1J：で、 し力、も短L、1切ti＼］を対象ど j
j)J'.え， J世；用 1人t:jこり実質1J.ft1.fri＇；：二 JコゴるJn)JI ／二三 LにJ パ、て v>li,fr/¥Jでわらに 肢体jfi)fミと、それ
江） -12＇；らi土JtrYに負.' －ご1.、，；＿：，どし，；Hi'；｛，士 ι）、i,;iJ 
)J;ミ（“，見俳的なHdトJを：；む〉に日してL、三＇.＞＇ 円！、O シ Y ご；，~iiJtd1), : ；会f'l：と詞；工あ一 j て 1,’ ;_-,Jt (Jt守~：し、 ll'il/ijυ
Jcツもまた f 〆J リlりの｜百氏m得＞／）J円力Iにi、j・l.o：，技 [(,},if品i：必 i；：と t.o一
r'"fi支iミ仁）五；）：Jfず干、主f:n・：，とJ-l・c，、る 1i 1 10 i!l:ld '.>t,l I-! でl"・:"'J:.怖のものではなし、。 インドがiU民的な出総で
の教育の効県につL、ごの研究；土 J児／1のところt.:_j"j J（士 (i J)振興や経済成長につし、て積極的にWJ心をフ1";





的であり， 〉乙f;N1&lふりための子t,tCI; /i. L、。し治、
し〆＝足1；宗l日l日HとLてi，王iわぷiム；；、：たL、j:;, jJ’i屯Jよ（よJ!"
n え.：Jz古にたし、して ｝：さな亨fゴJがJUpれてきたと
しC七， 上うやく 1以下位litである。 し／二地
その効果が経済成長に！分に反映ナゐ段階；二f,
て；t¥、なL、土、J うことル‘できるつ
:. /J, L, ・1/1こう L、うこと i-J:，，、えるで点〉らう。
山と 1,;J十，l：二j、以「1Uとにfこいし！了I豆；な d1柱Lをも／）色 σ，t(h｝，（内i工意｛次（，： ρ、さf三ごた二ど土 Ith車L、 アE
のであるここは百1とーできない。つまり， l'( i'f: J: H: 〉一ζ トレーシ l> (r-J 主力 ！~ミ をひき _j" ＿；二 L, 経ri'rnli.t.i:
科、J'j韮歩合ぃfflt'とするfこめ i))),l;(i芝的t（＇ど：プぷてあり， どfJ.'.jH：「61¥UJjl1i'r-Jι1山iを i,¥:U.:.Lたと U‘：.， こどで




（，ヒ：3) E. I lernson, The Sourci;s of 1，＇.ど0/IU川 i,
G'rmeth in The C'11il<!d Stal出 川1dthe ,1l tanatiよ り
b，ソ川・eU.ぷ Cο川 111itteejοr五COJ/011/iι i)eιどloj＞川 ent,
]l）竹三－
(i--l) 1、h<"ncinre¥" ドじhultz，いじapitalFormat,on 
by上：due乱（101
LXVlll’？サ0. f ), ． 
lI t~ /,[:j-Ji己主のli1'd接的長国






'.)': l表 f ン i、の1900{rf(1'ifj半 •｝） l入、＇iこり
I f]f¥：所n,ぅ：HY！ノ人ri' 丈iヲi( 
J人：日／こりi1,j( 























( I ', jりi) (1) K 1¥1. ¥fokhcrjee J;jl i .19cil fド；tJl1.りH
人Y二三t{’I。（三） Colin Clark, The Col{(lifiけI/ぷ
of" Ecu110111i；じ l'rogres巳、， p.:,:. (:¥) ( ;overnmじntor 




















































! (1J I (2) 1 （日i I (4) 1 (5) 
1950 110.7 1632 629 
1951 114.6 1632 800 114.3 26,571 
]952 118.8 1648 718 124.6 27,524 
1953 125.6 1621 691 137.6 29,139 
]954 1:-io.9 1714 750 164.6 31,267 
1955 133.9 178:l 788 189.6 33,923 
1956 139.6 18治5 856 206.3 36,006 
1957 139.7 1895 909 240.7 38,002 
195/l 144.6 1820 940 266.2 41,433 
1959 152.3 297.8 44,639 
〔i＼所） (1) U. N., Yearbook of National Accounts 
Statistics. 
(2), (3) Census of Indian !ifamゲuctures,1946 
-58年度版（アシア経済研究所長期成長室資料，
『インドの工業統計』による〕。
(41, (5) Government of India, Education in the 
State, 1951～58. Government of India, Report 




























者 1人当た日平均賃金俸給額ほ 672；レ L：：＇ーであっ
たこと仁なる。 もしこの平均収入が一定に対i持さ



























I : '194G～ 
1946 1958 58年の
l増加分
(1）粗生産額（100万ルビー） i 6,02817, 113111,085 
ω 賃金俸給額（町ルピー） 1 ,0181刷 111,66:1
[(I）×0.16〕
(:{) Jr(淘労働打数（1000入） l ,;il4 1,821 :107 
(,l) 1946年の＇ IとJ'.jil生産額 (i72(672.4) 
〔（2）÷（3）〕 （ノレピー） ｜ ｜ 
（乃） 1946年ベースの賃金俸給額 I1,018 1,224 206 
〔（4）×（3）〕 (100万ルビー）｜ i 
(1) 1946年ベースと1958年ベース l - 1,457j 1,457 
の賃金俸給制J)l'; 〔（2）ー（5）〕｜ ｜ 
















/J ,j：ど＇，二さてん j ;:, /J ) 1,,:1 'j', : !.f i/ii~i j:', 
グ＇1:'i！主（ヒと JH11N'iJ,/ '1~ 1,1n:J止法iて_J；「；：）









fifi', /li'f'：；主的1(T) 情ir',tiじと、 Hl 'if土人どそ .j)h'・ i主守点〉／λ インド；二おし、てもこの｛氏開発問の一般
, L、ご， v> CあてIo ')  :leりマンノJワーしI) -tf1:i't1J /( f芯
にの｛｜｜任問係J〕変［ヒ：こ i
5仁〕J、「） t' 日行T比守：；＇.，「〉 ιji'r,;ご-=<: ,: ＞ 「 I. ,~· I, 1・ 1 
戸 ' 》 ず す 一 、－ . ,. , . ,. /¥ 
－ーリー」 「ー
11 i,r;J',13H二，＇） !-Vi /Jil 
,2: l人、1:/ ご1'.:t f,1J 'l二，rne J卜H
,:1 ,fo1/±Hi1（「！主のWiJ< 
1) i＇、守／；tl[h'i＇η7ピ1;,fl~ 
:5: 8 ；；＇：間；；｝山市 1'1/1'.
この； ~ !J＇にilQ主としてマ与くれ二子壬，1):rう乙
でふ 7,了. ・' j p.; t'1Jil]i（日iこ.：U1；ζ，｛史料、：j• 1%1it(i!J ,' :/ 
、i '・ i ' J Ur'J :'. /.t f1山位入； l, l,f;J',t氏本
,;)Yi'/J,I士＇ / ・ ..-' I とj,J1:1i：こ i人九／こりヅJ{,fc)J＇！ゾ｛；十
, , L>'rl-i出＇.l'.・J，：，こと；： ＂、 ・＇.1.t < 1.J ，＼、L、勺 fζ ［ご
': （つこと；：._. ・) : ・ !Ji Ii:'＇.ら｝ . ,') f; i jに拙，1’！；， ／；、
: J ,~, ・:. c'.＞ノ ）＇ I I.、1rjr;, ~l'l：、むさ〈、 i、〉： i¥h,I, 
I＇ノi人行 i ' l’ 
l川lI I 1..z i I i < ／，（；二 j) u--c ，：，’＇o 
ソji{JじU.ti'.:{il, ＇.） 去りむiJ号、Y〕J:Jfij!Jふ
主として店主人；J F工うじを込椛とすら 1i／）山人， '\·~ 
企 ！／~官告と J ;:, 'I二在iきl品／＼乙ハ ＇！｛｛ヒ全 ：，；む七 L'!
と；，＇i1' L ，＇こ／，＇ '<' .tl I’i f1，＇：人ざなう主
(rJ If:¥ rn~ とひとし L イ／H；：；がみられる。す Id >t,, fl 
Hi F おける広範； ~ T{{I：する /Hr失業；土日！！と Lて，
nl¥iliてft」P熟持労｛必jci, i、・，th＇ド訪日午；：は；：；； Il'fitがi
j/:i:j(!Jブλ！Y:i自にあと， c'l;-_ ／：こし、L乙 i「：；級HzWir It·;~; 
しL‘イ：5｛合さfこLζL、ィユ。
( > i:、政！日Cl)工：L統μ十による， 工場法の対象と
,i j l円、f一定況時以上の製造力I工業のJ出tl数日




14. w;.'J 、 I~ ；；~1,1坐に［ニ升 L てし、る。 つ1：りこのこと
i l. )!¥},*/'.[(I) 1f心、労働 ri・しり雇片i比率の上外を〆j、すも
ゾ） c'：λてj、いで .l>，九う。こjL；三たいし， 比較i't江主
絞りむり：l＼：＇”、労 f,lJri＇全雇 Jtすると見ムれ－＜，従業主iど（）
人二！、 ic'）企業におけ；：〉就業比ヰーはむしろ減マ〉 γ
このことは失烹tJ＇（， じり W,t，；~ 土なって現われてい
"・'・) 
二；＇）:Jj 1動における熟練度の lJlにたいして， 設
1: } ) [1lh~i ."i）るL、it導入とし、う点で；土どうか， とし、
iヒ金生 j，；＇.，二乙 h土L うkでi,t工い。 二；j,1・，υノこど う二 1：モ内定資本の！科）Jil＇字とし、う角度か人みると
l土j'LJ定（！＇.） にhtJ.l:ih.if>J,iしl)'(,y’りであ之，；，，， J＼ね’iりに ささの仁1ヒじニ十スでは 194G年のHi倍、：l300万；cl二。
it, <・}L士｛！］；＇散し， 促進し／ニ教fiJ ・' -~'t,'t'J ！仁幼虫 、／J＇ら 19湖年にはG3倍、lOOO)jルピーへとこのu年
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Ⅴ　技術移動のルートと開発理論
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, .• ,' ，：主，f工業Ii/，，包装i没y ケ（ rン l）し部内資料 No.14,L1＂～ flH~ 町村 No.10
体で実施されているし，少数の産業企業でも行な
1,J 数I'l 







i士Y4数で 0.2%1こ近い比率を示し口、る （,j9〕。低開発国ートで行なわれたと見乙 J之さ／：ろう J同。














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































数を ECAFEの資料CinOlによ -C）てみるど， 1957年
の24件から， 58年には 109件に， 59年162件， 60年
:188件， 61年は 400f'j：と急増を示してし、る。 GO年と
1,1 ;riて調印された協定i業係引！？みぞJ と， 約 3分
J〕 1.7,;1茶器・設備の製i:';j今立； Ci立与し命送，ラン..,i-




















































































































































































































七、L、：J, 11 1 ＼アノレティその他の使用料という形か，
i¥v' L （士、九誌インド企業の株式取得と L、う形がと




企業では 4分の l，新設企業のばあいは 3分の 1
／.：：）＇令して L、ろ。このような外国投資の想、明に伴う
比＋＇ LH♂＞Jl!i由は， 5カ年計戸1fの開発デ IJ グラム
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